
　市内には、昭和 52 年度から平成 12 年度にかけて実施された「仙台市彫刻のあるまちづくり事業」により設置された彫刻が、現在、24 作品あります。１面では、今号から４号にわたっ
　て「彫刻シリーズ」としてそのいくつかをご紹介してまいります。

作　品　名　　『夏の思い出』

作　家　名　　エミリオ・グレコ

設 置 場 所　　定禅寺通緑地（青葉区 )

設置年月日　　昭和 54 年 10 月 20 日

作　品　名　　『杜のうた』

作　家　名　　ジョージ・ツタカワ

設 置 場 所　　榴岡公園 ( 宮城野区 )

設置年月日　　昭和 56 年３月 30 日
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）

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
所
属

す
る
議
員
が
専
門
的
に
審
査

の
上
、
委
員
会
と
し
て
の
賛

成
・
反
対
を
決
定
し
ま
す
。

委 員 会
開
会

議
長
の
開
会
宣
言
で
会
議
が

始
ま
り
ま
す
。

提
案

説
明

市
長
及
び
議
案
を
提
出
し
た

議
員
が
議
案
の
提
案
理
由
を

説
明
し
ま
す
。

代
表

質
疑

各
会
派
の
代
表
議
員
が
議
案

に
つ
い
て
質
疑
し
、提
案
者
に

説
明
を
求
め
ま
す
。

一
般

質
問

発
言
を
通
告
し
た
議
員
が
市

政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
、執

行
部
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

委
員
会

付　

託

議
案
を
常
設
の
六
つ
の
常
任

委
員
会
に
付
託
し
ま
す
。

本 議会
委
員
長

報　

告

各
委
員
会
で
の
審
査
の
経
過

や
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

討　

論

議
案
に
つ
い
て
、
賛
成
・
反
対

の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
す
。

議　

決

議
案
に
つ
い
て
、
賛
成
・
反
対

の
議
決
を
行
い
ま
す
。

閉　

会

議
長
の
閉
会
宣
言
で
会
議
が

終
了
し
ま
す
。

本 議会 定定  
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委
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説
明
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本
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本
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委
員
会
の
委
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長
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・
討
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・
議
案
の
採
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・
意
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の
採
決

新
し
く
選
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さ
れ
た
委
員
会
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賛
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参
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団
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募
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表
紙
写
真
彫
刻
の
紹
介

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容

紹
介

編
集
後
記

議
会
運
営
委
員
会
の
一
年
を

終
え
て

意
見
書

市
議
会
ガ
イ
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表
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調
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特
別
委
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か
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常
任
委
員
会
審
議
の
概
要

用
語
解
説

一
般
質
問

代
表
質
疑

議
案
の
紹
介

市
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な
さ
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へ

定
例
会
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「
三
位
一
体
改
革
」
の
議
論
が

進
む
中
、
地
方
自
治
体
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
多
く
の
課
題
に
対
し

自
ら
の
責
任
と
判
断
で
政
策
決
定

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

仙
台
市
議
会
で
は
、
議
会
運
営

の
透
明
性
を
高
め
効
率
化
を
図
り
、

様
々
な
課
題
に
す
ば
や
く
対
応
で

き
る
「
ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
議

会
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
新
体
制
の
も
と
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
市

政
に
反
映
さ
せ
、
直
面
す
る
諸
課

題
に
対
し
全
議
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
あ
り

ま
す
。

み
を
深
く
胸
に
刻
み
、
市
民
の
み

な
さ
ま
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、

全
精
力
を
傾
け
る
所
存
で
す
の
で
、

変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
三
期
十
二
年
に
わ
た
り
、

市
政
の
信
頼
回
復
並
び
に
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
藤
井
市
長
の
御
労
苦

に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

第
二
回
定
例
会
で
は
、
松
森
工

場
に
関
す
る
問
題
、
防
災
対
策
、

地
方
税
法
改
正
に
伴
う
個
人
市
民

税
の
見
直
し
、
鶴
ケ
谷
第
一
市
営

住
宅
団
地
再
整
備
な
ど
の
議
題
を

中
心
と
し
て
各
会
派
の
議
員
に
よ

る
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
本
年
第
二
回
定
例

会
の
初
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
第
四
十

九
代
議
長
並
び
に
第
五
十
六
代
副

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

戦
後
六
十
年
の
節
目
の
年
に
、

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
仙
台
市
議
会

の
運
営
を
委
ね
ら
れ
た
こ
と
の
重

　  議長

柳橋　邦彦

　 副議長

相沢　芳則
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市
民
の
み
な
さ
ま
へ

就
任
に
あ
た
っ
て

第
二
回
定
例
会

新
た
な
議
会
の
決
意


